
令和4年度広島県海ごみ清掃活動等推進業務　評価項目別総合値

（一財）広島県
環境保健協会

１　業務実施方法（仕様書への適応）

(1)GSHIPワーキンググループのテーマ設定，資料作成の提案

① 清掃・回収ワーキンググループのテーマ設定において，
効果的な海ごみの流出防止対策を推進していくための内容
になっているか。【必須】

34

(2) 清掃活動の実施等の提案

① 清掃活動の実施に当たっては，地域特性，土地利用形
態及び他団体の活動内容を考慮の上，選定される内容と
なっているか。【必須】

32

② 清掃活動及び交流会の場所の選定に当たって，交通ア
クセスや安全面，参画会員が一堂に会することを考慮の
上，選定される内容となっているか。

32

③ 環境学習では，海ごみの清掃・回収について理解のでき
る内容になっているか。

30

④ 情報収集及び集約・一覧化について，地域の団体と効果
的な連携ができる手法がとられているか。

28

⑤ 地域清掃活動とGSHIP参画会員のマッチングに当たって
は，各清掃活動における受入要件を整理し，調整可能な仕
組み作りとなっているか。【必須】

34

⑥ 県HPと連携させ，清掃活動情報の一元化を図る内容と
なっているか。

30

(3) 環境学習活動の提案

① 海ごみ流出防止対策を推進していく上で，参加者への理
解が深まる内容になっているか。【必須】

28

２　業務の実施体制・遂行性

①  　過去に同種又は類似業務を受託し，適切に履行する
など豊富な実績があり，必要な知識・知見を有し，本業務を
十分に実施できると認められるか。

34

②  　業務スケジュールは具体的で，業務遂行可能な人員
の確保，業務に精通した担当者の配置，県と随時連絡でき
る体制が確保され，確実な遂行が可能と認められるか。

34

３　経費
経費の配点×（提案者中の最低見積金額）/（当提案者の
見積金額）

100

416合計
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